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い
ざ
、
東
北
沿
岸
へ

―
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
・
本
部
長
と
共
に
（
そ
の
４
）

―田
　
　
中

　
　
伯

　
　
知

（
１
）
は
じ
め
に

―
「
危
機
管
理
の
社
会
学
」（ S

o
c
io

lo
g
y o

f E
m

e
rg

e
n
c
y M

a
n
a
g
e
m

e
n
t 

） 

�

の
基
本
的
要
件
と
は
何
か

―

　「
闘
い
」
は
突
然
は
じ
ま
っ
た
。
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、
午
後
二
時
四
十
六
分
、
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
（「
東
日
本
大
震

災
」）
と
の
「
闘
い
」
で
あ
る
。「
・
・
・
・
そ
も
そ
も
こ
の
未
曾
有
の
災
害
に
闘
い
を
挑
む
こ
と
自
体
が
無
謀
な
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。
自

然
災
害
に
人
間
が
勝
と
う
と
思
う
こ
と
さ
え
傲
慢
な
の
だ
。
勝
負
は
始
め
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
災
害
そ
の
も
の
と
の
闘
い
で

は
な
く
、
我
々
が
闘
っ
て
い
た
の
は
、
災
害
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
個
々
の
事
象
と
の
闘
い
だ
っ
た
」。
こ
の
言
葉
は
、
岩
手
県
総
務

部
総
合
防
災
室
防
災
危
機
管
理
官
・
越
野
修
三
氏
（
元
・
陸
上
自
衛
隊
第
13
師
団
司
令
部
第
３
部
長
《
作
戦
幕
僚
》
１
等
陸
佐
）
の
言
質

で
あ
る
（『
東
日
本
大
震
災
津
波
―
岩
手
県
防
災
危
機
管
理
官
の
一
五
〇
日
―
』
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日 

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い 

参

照
）。

　
東
北
地
方
・
太
平
洋
沿
岸
の
各
地
域
は
、
巨
大
地
震
に
襲
わ
れ
、
観
測
史
上
未
曽
有
の
大
被
害
を
被
っ
て
い
た
。
私
は
ま
だ
躊
躇
し
て
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い
た
。
問
題
は
東
北
沿
岸
の
被
災
地
に
入
る
た
め
の
手
段
に
あ
っ
た
。
平
成
二
十
二
年
春
ま
で
―
防
衛
庁
時
代
（
の
平
成
十
三
）
か
ら
平

成
二
十
二
ま
で
一
〇
年
近
く
―
、
私
は
有
識
者
と
し
て
防
衛
省
陸
上
幕
僚
監
部
（「
陸
幕
」）
か
ら
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
」
の
委
嘱

を
受
け
て
い
た
。
当
時
、
そ
の
関
係
も
あ
っ
て
、
防
衛
省
陸
上
幕
僚
監
部
監
理
部
総
務
課
広
報
室
の
貴
島
康
二
・
１
等
陸
佐
（
現
・
陸
上

自
衛
隊
第
７
高
射
特
科
群
・
群
長
兼
竹
松
駐
屯
地
《
長
崎
県
》
司
令
）
に
い
ろ
い
ろ
な
対
応
を
と
っ
て
頂
い
て
い
た
。
従
前
、
陸
幕
か
ら

は
「
先
生
と
の
関
係
は
従
来
通
り
で
す
。」
と
連
絡
を
受
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
未
曽
有
の
地
震
・
津
波
被
害
を
想
い
、
し
か
も
一
教

員
の
立
場
を
考
え
合
せ
る
と
、
現
地
に
赴
い
て
救
援
部
隊
（
自
衛
隊
）
の
組
織
的
活
動
を
調
査
す
る
こ
と
な
ど
、
到
底
、
不
可
能
と
思
え

た
。

　
地
震
発
生
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
一
週
間
が
経
過
し
た
一
八
日
の
夜
、
陸
幕
の
貴
島
１
佐
か
ら
自
宅
に
連
絡
が
入
っ
た
。
連
絡
の
内
容
は
、

４
～
５
日
前
に
依
頼
し
た
今
回
の
「
災
害
派
遣
」
の
資
料
に
関
す
る
件
で
あ
っ
た
。
陸
幕
「
広
報
」
は
、
陸
自
の
エ
リ
ー
ト
集
団
の
一
角

を
占
め
る
。
そ
こ
か
ら
の
「
連
絡
」
で
あ
る
。
事
が
こ
と
だ
け
に
、
自
然
と
身
が
引
き
締
ま
る
。
陸
幕
か
ら
の
資
料
を
見
な
が
ら
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
時
の
記
憶
を
蘇
ら
せ
て
い
た
。
同
時
に
、
陸
上
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の
規
模
が
あ
ま
り
に
大
き
い
こ
と
に
圧
倒
さ
れ
た
。

神
戸
の
震
災
と
は
、
す
べ
て
の
点
で
事
情
が
大
き
く
違
っ
て
い
た
。
被
災
地
域
は
、
東
北
地
方
・
太
平
洋
沿
岸
の
全
域
に
わ
た
っ
て
い
た
。

被
害
の
点
で
も
、
ま
た
被
災
地
域
の
広
大
さ
の
点
で
も
、
さ
ら
に
現
地
に
赴
く
交
通
手
段
の
点
を
考
え
あ
わ
せ
て
も
比
較
に
な
ら
な
か
っ

た
。

　
常
に
、
私
が
行
う
災
害
研
究
の
争
点
は
決
ま
っ
て
い
る
。
学
術
的
立
場
か
ら
、
災
害
の
「
衝
撃
期
」
に
お
け
る
自
衛
隊
の
「
組
織
的
対

応
」・「
組
織
間
対
応
」
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
社
会
学
的
視
点
と
そ
の
思
考
の
枠
組
を
基
に
、「
衝
撃
期
」
に
お
け
る

緊
急
救
援
組
織
（「
自
衛
隊
」）
の
「
動
き
」
を
捉
え
る
こ
と
に
あ
る
。
現
地
調
査
を
基
に
、
社
会
学
的
分
析
を
行
な
い
、
未
曽
有
の
大
災

害
の
下
で
実
施
さ
れ
た
自
衛
隊
の
「
組
織
的
対
応
」・「
組
織
間
対
応
」
を
記
録
し
、「
日
本
」
と
い
う
国
に
と
っ
て
、
ま
た
こ
の
国
の
人

び
と
に
と
っ
て
少
し
で
も
「
糧
」
に
な
る
「
知
見
」（「
生
き
た
知
識
」）
を
導
き
出
し
、
そ
れ
を
後
世
に
正
し
く
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。
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そ
れ
に
は
、
既
存
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
社
会
運
動
が
提
示
す
る
視
点
と
は
別
に
、
公
正
な
学
術
的
・
実
証
的
立
場
か
ら
、
ま
た
現

場
の
部
隊
・
隊
員
の
「
目
線
」
に
沿
っ
て
事
実
を
丁
寧
に
拾
い
集
め
、
①

中
国
や
北
朝
鮮
・
韓
国
等
の
「
反
日
」
の
歴
史
観
、
偏
っ
た

特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
並
び
に
②

現
実
の
国
際
環
境
・
政
治
（
の
「
事
実
」）
に
則
さ
な
い
単
純
で
非
現
実
的
な
「
理
想
主
義
」
等
に

由
来
す
る
、「
自
衛
隊
」
と
そ
の
「
活
動
」
に
対
す
る
批
判
に
対
応
（「
反
駁
」）
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
、「
危
機
管
理
の
社
会

学
」（S

o
c
io

lo
g
y
 o

f E
m

e
rg

e
n
c
y
 M

a
n
a
g
e
m

e
n
t

）
と
い
っ
た
「
現
場
」
の
研
究
に
携
わ
る
者
が
と
る
「
姿
勢
」
の
一
端
で
あ
る
。

　
本
稿
で
言
う
、（「
領
域
社
会
学
」、「
部
門
別
社
会
学
」
と
し
て
の
）「
危
機
管
理
の
社
会
学
」
を
規
定
す
る
重
要
な
特
徴
は
、
①
米
国

に
お
け
る
災
害
社
会
学
（D

isa
ste

r S
o
c
io

lo
g
y

）
の
理
論
と
手
法
を
援
用
し
、
②

お
も
に
災
害
の
「
衝
撃
期
」
に
お
け
る
人
間
社
会

の
「
対
応
」（R

e
sp

o
n
se

s

）
の
特
徴
を
抽
出
し
、
さ
ら
に
③

災
害
因
が
及
ぼ
す
社
会
シ
ス
テ
ム
の
急
激
な
崩
壊
の
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点

を
当
て
、
シ
ス
テ
ム
に
潜
む
亀
裂
や
欠
陥
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
あ
る
。

　
言
い
換
え
れ
ば
、「
危
機
管
理
の
社
会
学
」
が
必
要
と
す
る
の
は
、
現
実
社
会
の
「
具
体
的
状
況
」
を
読
み
取
る
た
め
の
「
道
具
」
的

思
考
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
純
理
論
的
に
綿
密
な
論
理
整
合
性
を
そ
な
え
た
「
理
論
社
会
学
」
の
思
考
体
系
と
比
べ
、
抽
象
化
の
レ
ベ
ル
で

は
大
き
く
異
な
る
。

　
ま
た
、
救
援
の
主
力
た
る
応
急
救
援
部
隊
（「
自
衛
隊
」）
の
「
組
織
的
対
応
」・「
組
織
間
対
応
」
の
事
実
を
積
極
的
に
汲
み
取
る
こ
と

に
よ
り
、
災
害
の
「
衝
撃
期
」
に
お
け
る
人
間
社
会
の
「
対
応
」
全
般
の
あ
り
方
を
記
す
社
会
学
的
知
見
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
一
刻
も
早
く
東
北
の
三
陸
沿
岸
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
問
題
は
三
陸
沿
岸
（「
被
災
地
」）
に
入
る

た
め
の
手
段
に
あ
っ
た
。
一
教
員
の
立
場
で
、
私
一
人
が
出
来
る
こ
と
な
ど
あ
ま
り
に
も
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
状
況
は
待
っ
て
は

く
れ
な
い
。
様
々
な
「
壁
」
に
阻
ま
れ
、
ま
だ
私
は
東
京
に
釘
づ
け
に
さ
れ
て
い
た
。
い
や
、
テ
レ
ビ
が
創
り
出
す
「
疑
似
環
境
」

（P
se

u
d
o
-E

n
v
iro

n
m

e
n
t

）
の
前
に
い
た
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
中
に
は
、
日
頃
（「
平
穏
な
社
会
状
況
」
の
中
に
あ
っ
て
）
自
衛
隊

の
「
運
用
」
を
憲
法
上
の
問
題
と
し
て
批
判
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
う
し
た
「
フ
ー
レ
ム
」（「
政
治
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
思
考
の
枠
組
」）



―60―

に
立
脚
し
た
メ
デ
ィ
ア
内
容
（「
報
道
」）
か
ら
、（
一
部
の
例
外
を
除
き
）「
衝
撃
期
」
に
お
け
る
自
衛
隊
を
軸
と
し
た
救
援
機
関
・
組
織

等
の
組
織
的
対
応
や
組
織
間
対
応
の
あ
り
方
を
探
る
た
め
に
、
政
治
的
に
「
偏
り
」
の
な
い
学
術
的
証
例
や
実
証
的
デ
ー
タ
を
引
き
出
す

こ
と
は
、
極
め
て
難
し
い
。

　
少
し
で
も
、「
現
場
」
の
情
報
収
集
に
当
た
る
（「
真
実
」
に
触
れ
る
）
と
い
う
意
味
で
、
防
衛
庁
と
深
い
関
係
に
あ
る
『
朝
雲
新
聞
社
』

に
電
話
を
入
れ
た
。
陸
幕
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
関
係
か
ら
、『
朝
雲
』
の
記
者
の
中
に
何
人
か
の
知
り
合
い
が
い
た
か

ら
で
あ
る
。『
朝
雲
』
も
「
闘
い
」
の
最
中
に
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
社
内
に
居
合
せ
た
記
者
の
一
人
が
答
え
て
く
れ
た
。「『
幕
』（「
上
級

司
令
部
」）
か
ら
の
情
報
だ
け
で
は
、
現
場
の
応
急
救
援
部
隊
の
具
体
的
動
き
（「
情
報
」）
が
分
か
り
づ
ら
い
。
部
隊
の
活
動
に
関
す
る

詳
細
な
情
報
が
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
こ
な
い
た
め
、
自
分
た
ち
は
、
部
隊
（「
現
場
」）
と
連
絡
を
と
っ
て
い
る
。」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

当
然
の
回
答
で
あ
る
。『
朝
雲
』
の
記
者
た
ち
も
、通
常
の
取
材
、編
集
の
過
程
の
中
で
「
動
い
て
」
は
い
な
か
っ
た
。
す
べ
て
が
「
普
段
」

と
は
違
っ
て
い
た
。

　
日
本
と
い
う
国
が
未
曽
有
の
大
災
害
に
襲
わ
れ
、『
幕
』（「
上
級
司
令
部
」）
を
始
め
、
現
場
で
は
応
急
救
援
部
隊
の
す
べ
て
が
「
闘
い
」

の
渦
中
に
あ
っ
た
。
言
わ
ば
、
自
衛
隊
の
す
べ
て
の
組
織
と
部
隊
が
東
北
の
被
災
者
と
日
本
と
い
う
国
の
盾
と
な
っ
て
闘
っ
て
い
た
。
観

測
史
上
最
大
の
地
震
・
津
波
災
害
を
前
に
、
自
衛
隊
は
被
災
者
の
救
援
と
日
本
の
安
全
保
障
、
さ
ら
に
ハ
イ
チ
に
お
け
る
救
援
活
動
（「
国

際
貢
献
」）
等
に
全
力
を
奮
っ
て
い
た
。
切
迫
し
た
状
況
の
中
で
、
貴
島
康
二
・
１
等
陸
佐
か
ら
の
「
連
絡
」
は
有
難
か
っ
た
。
陸
上
幕
僚

監
部
は
、
こ
れ
ま
で
、「
陸
幕
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
の
委
嘱
と
活
動
を
通
し
て
培
っ
て
き
た
、
私
と
の
小
さ
な
関
係
（「
繋
が
り
」）
を
忘
れ
て

は
い
な
か
っ
た
。
心
か
ら
、「
有
難
い
。」
と
思
っ
た
。
頭
の
中
で
は
、「
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
申
し
訳
な
い
。」
と
い
っ
た
気
持
と
、「
出

立
の
準
備
を
い
そ
が
ね
ば
。」
と
い
っ
た
気
持
と
が
錯
綜
し
て
い
た
。「
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
」
発
生
直
後
の
ま
さ
に
「
国
難
」
と

も
い
え
る
緊
迫
し
た
段
階
で
、陸
幕
の
貴
島
康
二
・
１
等
陸
佐
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
資
料
は
、私
の
「
や
る
気
」
を
大
い
に
「
振
作
」

し
た
。
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し
か
し
、
三
陸
沿
岸
の
被
災
地
に
入
る
た
め
の
手
段
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。『
幕
』（「
上
級
司
令
部
」）
も
闘
い
の
最
中
に
あ
っ
た
。

自
衛
隊
は
、
死
力
を
振
り
絞
っ
て
「
闘
い
」
に
臨
ん
で
い
た
。『
幕
』
を
始
め
、
自
衛
隊
（「
部
隊
」）
に
東
北
に
入
る
た
め
の
支
援
を
頼

め
る
よ
う
な
状
況
は
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
地
震
に
よ
り
日
本
経
済
の
動
脈
が
大
き
く
切
断
さ
れ
た
た
め
、
国
内
の
物
流
に
も
多

大
な
影
響
が
出
て
い
た
。
東
京
で
も
日
常
の
生
活
物
資
の
欠
乏
が
懸
念
さ
れ
た
。
ま
さ
に
、
日
本
中
が
大
混
乱
の
最
中
に
あ
っ
た
。
私
は

「
北
陸
、
中
部
、
関
西
、
四
国
・
中
国
、
九
州
・
沖
縄
方
面
等
か
ら
『
東
北
救
援
』
に
向
か
う
い
ず
れ
か
の
部
隊
の
車
両
に
な
ん
と
か
『
便

乗
』
出
来
な
い
か
・
・
・
・
」
と
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
た
。

　
貴
島
康
二
・
１
等
陸
佐
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
資
料
に
接
し
て
、
さ
ら
に
、
現
場
の
空
気
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感

し
た
。
し
か
し
、
未
曽
有
の
大
災
害
の
前
で
は
、
私
一
人
が
出
来
る
こ
と
な
ど
あ
ま
り
に
も
限
ら
れ
て
い
た
。
被
災
地
域
は
、
東
北
地
方
・

太
平
洋
沿
岸
の
全
地
域
に
拡
が
っ
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
、
調
査
の
対
象
地
域
を
絞
り
、
自
衛
隊
の
救
援
活
動
（「
組
織
的
対
応
」）
を
綿
密
に
取
り
上
げ
よ
う
と
思
っ
た
。
ま
ず
、
宮

城
県
北
部
沿
岸
地
域
（
気
仙
沼
市
、
南
三
陸
町
等
）
に
展
開
し
て
い
た
九
州
・
沖
縄
の
部
隊
（
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
総
監
部
隷
下
の
第

４
師
団
《
司
令
部
・
福
岡
市
》、
第
８
師
団
《
司
令
部
・
熊
本
市
》、
第
15
旅
団
《
司
令
部
・
那
覇
》
の
各
部
隊
）
の
動
き
に
注
目
し
た
。

そ
れ
は
、
尖
閣
諸
島
と
沖
縄
の
領
有
を
主
張
し
て
止
ま
な
い
中
国
の
「
動
向
」
が
気
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
二
月
、
中
国

は
「
中
華
人
民
共
和
国
領
海
お
よ
び
接
続
水
域
法
」（「
領
海
法
」）
を
施
行
し
、
尖
閣
諸
島
等
を
「
中
国
の
領
土
」
と
規
定
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
中
国
は
こ
の
国
内
法
（「
中
華
人
民
共
和
国
領
海
お
よ
び
接
続
水
域
法
」）
の
制
定
を
通
し
て
、
沖
縄
県
石
垣
市
に
属
す
る

尖
閣
諸
島
を
明
示
的
に
「
中
国
領
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
二
〇
一
〇
年
九
月
七
日
、
尖
閣
諸
島
沖
の
日
本
領
海
に
侵
入
し
た
中
国
漁
船
が
故
意
に
海
上
保
安
庁
巡
視
船
に
対
し
て
「
接
触
」

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

44

（「
衝

突
」）
さ
せ
て
き
た
「
事
件
」
を
機
に
、
東
シ
ナ
海
、
南
西
諸
島
方
面
に
お
け
る
日
中
間
の
軍
事
的
・
政
治
的
緊
張
は
一
段
と
厳
し
さ
を

増
し
て
い
た
。
か
ね
て
か
ら
懸
念
さ
れ
て
き
た
中
国
に
よ
る
南
西
諸
島
「
侵
攻
」
の
脅
威
が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
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中
国
の
「
強
硬
」
な
外
交
姿
勢
と
民
主
党
政
権
の
見
せ
た
狼
狽
振
り
、
ま
た
稚
拙
で
弱
腰
な
対
中
姿
勢
は
、
世
論
か
ら
民
主
党
政
権
に
お

け
る
領
土
意
識
や
国
家
意
識
の
欠
如
だ
と
指
弾
さ
れ
た
（〈
宇
田
川
敬
介
『
二
〇
〇
一
年
、
中
国
は
崩
壊
す
る
』
二
〇
一
二
年
一
〇
月

十
五
日
扶
桑
社
新
書

参
照
〉）。

　
一
方
、
未
曽
有
の
大
地
震
と
津
波
が
も
た
ら
し
た
甚
大
な
被
害
は
、
三
陸
の
東
北
地
方
・
太
平
洋
沿
岸
地
域
ば
か
り
か
、
福
島
県
内
や

東
京
湾
沿
い
の
京
葉
工
業
地
帯
と
そ
の
周
辺
の
広
大
な
地
域
に
及
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の

「
不
安
」
が
日
本
中
を
覆
っ
て
い
た
。
東
京
や
関
東
地
方
を
中
心
に
、
多
く
の
外
国
人
に
よ
る
国
外
退
去
（「
避
難
」）
が
始
ま
り
、
そ
の

中
に
多
く
の
在
日
米
軍
の
関
係
者
（
軍
人
、
軍
属
、
及
び
そ
の
家
族
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
岩
手
県
沿
岸
部
で
調
査
を
行
っ
た
折
、
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
本
部
長
・
髙
橋
俊
哉
１
等
陸
佐
は
、
―
移
動
中
の
自
衛
隊
車
両
の

中
で
、「
携
帯
」
に
送
ら
れ
て
く
る
通
信
内
容
に
目
を
通
し
な
が
ら
―
、「『
在
日
米
軍
』
の
関
係
者
の
か
な
り
が
、
既
に
日
本
国
外
に
脱

出
し
て
い
る
。
米
軍
の
輸
送
能
力
の
高
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
。」
と
、
話
し
か
け
て
き
た
。
米
軍
は
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」（「
救
援
活
動
」）

の
実
施
で
日
本
を
助
け
、
同
時
に
日
本
か
ら
「
脱
出
」
し
て
い
た
。
現
に
、
在
日
米
軍
司
令
官
夫
人
も“

I S
h
a
ll re

tu
rn

”

の
言
葉
を

残
し
て
国
外
へ
退
避
し
て
い
る
。

　
高
橋
俊
哉
・
１
等
陸
佐
は
、
次
の
よ
う
に
話
を
続
け
た
。「
福
島
原
発
事
故
の
対
処
を
始
め
、
自
衛
隊
の
懸
命
な
救
護
活
動
が
米
軍
を

揺
り
動
か
し
、『
ト
モ
ダ
チ
作
戦
』
の
決
行
に
繋
が
っ
て
い
る
。」
と
。
粗
食
（「
戦
闘
糧
食
」）
に
耐
え
な
が
ら
、
懸
命
に
救
助
・
救
援
活

動
に
あ
た
る
自
衛
隊
（「
派
遣
部
隊
」）
を
し
り
め
に
、
中
国
（
中
華
人
民
共
和
国
）
軍
と
ロ
シ
ア
軍
は
さ
か
ん
に
日
本
周
辺
で
威
嚇
活
動

を
行
っ
て
い
た
（
田
中
伯
知
『
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の
足
跡
―
「
立
正
安
国
論
」
か
ら
見
た

日
本
人
の
戦
争
・
災
害
観
―
』
二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
年
）
五
月
三
十
一
日 

早
稲
田
大
学
危
機
管
理
研
究
会
・「
平
成
二
十
四
年
度

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
」
報
告
書 

参
照
）。
被
災
地
で
は
、
陸
・
海
・
空
３
自
衛
隊
を
核
に
、
海
上
保
安
庁
、
警
察
、
消

防
等
の
隊
員
に
よ
る
懸
命
な
救
援
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
三
陸
沖
の
洋
上
で
は
、
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
隊
に
よ
る
懸
命
な
救
助
・
救
援
活
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動
が
実
施
さ
れ
た
。
他
方
、
岩
手
県
沖
で
は
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
に
従
事
す
る
米
原
子
力
空
母
「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」
を
的
に
、
中

国
の
潜
水
艦
部
隊
が
集
結
し
て
い
た
。
中
国
潜
水
艦
隊
の
「
動
き
」
に
、
海
上
自
衛
隊
潜
水
艦
隊
は
―
一
寸
の
隙
も
与
え
ず
―
、
日
本
の

海
を
「
守
り
」、
東
北
地
方
・
太
平
洋
沿
岸
と
そ
の
周
辺
海
域
に
お
け
る
第
一
線
部
隊
の
活
動
を
支
え
て
い
た
。
同
様
に
、
航
空
自
衛
隊

の
①

警
戒
管
制
部
隊
、
②

戦
闘
機
部
隊
、
③

地
対
空
部
隊
、
④

航
空
機
整
備
部
隊
等
は
あ
え
て
第
一
線
の
救
援
活
動
か
ら
外
れ
、
挑

発
行
動
を
取
り
続
け
る
中
国
軍
、
ロ
シ
ア
軍
へ
の
警
戒
活
動
に
当
た
り
、
被
災
地
に
お
け
る
災
害
派
遣
部
隊
の
活
動
（「
作
戦
」）
を
支
援

し
て
い
た
。

　
陸
上
自
衛
隊
第
一
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
（
千
葉
県
木
更
津
駐
屯
地
）
等
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
対
応
（
原
子
炉
建
屋
上
空
の
空
間
放

射
線
量
の
測
定
等
）
に
追
わ
れ
る
中
、
米
軍
は
日
本
に
（
民
主
党
政
権
の
親
中
路
線
に
よ
っ
て
ほ
こ
ろ
び
か
け
て
い
た
）「
日
米
同
盟
」

の
政
治
的
意
義
（「
有
用
性
」）
を
わ
が
国
に
再
確
認
さ
せ
る
と
と
も
に
、
中
国
と
ロ
シ
ア
に
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
国
の
軍
事
的
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
誇
示
し
て
い
た
。
災
害
は
物
事
の
本
質
を
赤
裸
々
に
暴
き
出
す
。
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
は
、
日
本
周
辺
を
取
り
巻
く
国

際
関
係
・
国
際
環
境
の
厳
し
さ
と
中
国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
等
の
軍
事
的
脅
威
を
映
し
出
す
鏡
と
な
っ
た
。

　
自
衛
隊
員
の
多
く
は
、
身
を
挺
し
て
自
ら
の
国
を
守
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
日
本
人
と
そ
の
生い

の
ち命

、
そ
し
て
日
本
の
独
自
な
文
化
（「
様

式
」）
や
歴
史
を
大
切
に
思
う
人
々
で
も
あ
る
。
彼
ら
か
ら
は
、
日
本
自
身
が
積
極
的
に
自
ら
を
守
る
姿
勢
を
持
つ
べ
き
だ
と
い
っ
た
意

見
が
よ
く
聞
か
れ
る
。

　
学
術
的
視
点
（
と
く
に
、
社
会
学
的
観
点
）
に
立
て
ば
、
①

地
震
、
津
波
、
干
ば
つ
、
伝
染
病
な
ど
の
自
然
災
害
（N

a
tu

ra
l 

D
isa

ste
r

）、
さ
ら
に
②

テ
ロ
、
地
域
紛
争
・
戦
争
な
ど
の
社
会
的
災
害
（S

o
c
ia

l D
isa

ste
r

）
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
社
会
シ

ス
テ
ム
の
急
激
な
機
能
の
停
止
や
解
体
（「
変
動
」）
と
い
っ
た
現
象
は
、
社
会
学
（S

o
c
io

lo
g
y

）
を
始
め
社
会
科
学
（S

o
c
ia

l 

S
c
ie

n
c
e
s

）
全
般
の
理
論
や
手
法
は
も
と
よ
り
、
既
存
の
社
会
シ
ス
テ
ム
や
規
範
の
中
に
潜
む
欠
陥
（
課
題
）
を
赤
裸
々
に
映
し
出
す

と
い
っ
て
よ
い
。
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
は
、
①

外
交
・
安
全
保
障
の
分
野
は
も
と
よ
り
、
②

学
術
研
究
の
あ
り
方
を
含
め
、
わ
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が
国
の
危
機
管
理
態
勢
（
体
制
）
全
般
の
在
り
方
と
わ
が
国
の
「
平
和
と
安
定
」
が
い
か
に
脆
弱
な
も
の
で
あ
る
か
を
暴
き
出
し
た
の
で

あ
る
。

　
ま
さ
に
、
日
本
と
い
う
国
が
潰
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。「
内
」
と
「
外
」
か
ら
同
時
に
せ
ま
り
く
る
史
上
空
前
の
「
衝
撃
」（「
未
曽
有

の
大
災
害
」
と
中
国
の
南
西
諸
島
侵
攻
の
「
脅
威
」）
が
、
こ
の
国
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
自
衛
隊
、

海
上
保
安
庁
、
警
察
、
消
防
の
各
組
織
が
一
丸
と
な
り
、
こ
の
国
の
盾
と
な
り
、
黙
々
と
被
災
地
の
救
援
に
携
わ
り
被
災
住
民
の
「
苦
し

み
」
と
向
か
い
合
っ
て
い
た
。
こ
の
時
の
状
況
を
語
る
際
に
、「
何
よ
り
も
『
被
災
者
』
が
か
わ
い
そ
う
で
・
・
・
・
」
と
、
声
を
詰
ま

ら
せ
る
隊
員
も
い
た
（
北
海
道
旭
川
市
か
ら
主
に
岩
手
県
北
部
沿
岸
地
域
の
救
援
に
赴
い
た
陸
上
自
衛
隊
第
２
師
団
司
令
部
総
務
課
広
報

室
長
・
橘
木
耕
治
３
等
陸
佐
が
残
し
た
言
質
）。

　
さ
ら
に
、「
自
己
完
結
性
」
を
帯
び
た
自
衛
隊
は
、
も
と
も
と
の
過
少
な
兵
力
を
も
の
と
も
せ
ず
中
国
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
的

脅
威
や
挑
発
に
対
し
て
も
果
敢
に
立
ち
向
か
っ
て
い
た
。
地
震
発
生
を
機
に
、
日
本
周
辺
に
お
け
る
中
国
軍
、
ロ
シ
ア
軍
等
の
「
動
き
」

は
活
発
と
な
っ
た
。
日
本
周
辺
諸
国
の
わ
が
国
に
対
す
る
軍
事
的
活
動
と
挑
発
と
を
抑
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
衛
隊
に
は
、「
災

害
対
応
」
と
は
別
に
国
を
守
る
と
い
っ
た
重
大
な
責
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
ま
さ
に
、
日
本
の
運
命
が
個
々
の
自
衛
隊
員
の
双
肩
に
か

か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
は
既
存
の
「
シ
ス
テ
ム
」
や
「
制
度
の
運
用
」
に
潜
む
欠
陥
（
問
題
）
と
物
事
の
「
本

質
」
と
を
赤
裸
々
に
暴
き
出
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
「
危
機
管
理
」（「
シ
ス
テ
ム
」）
の
脆
弱
性
で
あ
る
。
貴
島
１
佐
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
資
料
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
熊
本
の
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
総
監
部
（
広
報
室
長
・
堀
部
勇
二
１
等
陸
佐
）
に
災
害
派
遣
の
資
料
を

お
願
い
し
た
。
大
地
震
・
大
津
波
の
発
生
と
と
も
に
、
九
州
・
沖
縄
方
面
に
展
開
す
る
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
隊
（
か
ら
の
派
遣
部
隊
約

四
一
〇
〇
名
）
は
、
宮
城
県
北
部
沿
岸
地
域
の
「
救
援
」
に
赴
い
て
い
た
。
さ
ら
に
同
方
面
隊
か
ら
は
、
別
途
、
福
岡
県
小
郡
市
に
本
部

を
置
く
第
５
施
設
団
（
約
五
〇
〇
名
）
が
福
島
県
に
派
遣
中
で
あ
っ
た
。



―65―

　
堀
部
勇
二
・
１
等
陸
佐
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
（「
災
害
派
遣
」
に
関
わ
る
）
一
連
の
資
料
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
国
の
災
害

対
応
（「
対
処
」）
と
安
全
保
障
の
あ
り
方
に
重
大
な
欠
陥
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、①

東
北
の
大
規
模
災
害
へ
の
「
対

処
」（「
対
応
」）
は
も
と
よ
り
、
首
都
圏
を
始
め
と
し
た
大
規
模
地
震
・
大
津
波
へ
の
「
対
応
」、
さ
ら
に
②

尖
閣
諸
島
及
び
沖
縄
本
島

を
含
む
「
南
西
諸
島
」
の
「
防
衛
」
の
在
り
方
等
を
考
え
る
と
、人
員
や
物
資
の
迅
速
な
輸
送
が
不
可
欠
に
な
る
。
つ
ま
り
、緊
急
の
「
事

態
」
に
対
処
す
る
上
で
、
自
衛
隊
は
「
機
動
」・「
展
開
」
能
力
の
早
急
な
「
改
善
」
と
「
向
上
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（「
組

織
的
ニ
ー
ズ
の
認
知
」、
ま
た
は
「『
事
前
対
応
』
の
準
備
等
に
関
わ
る
事
項
」）。

　
さ
ら
に
、
災
害
派
遣
の
「
資
料
」
か
ら
は
未
曽
有
の
大
災
害
を
前
に
、
隊
員
の
絶
対
的
不
足
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
陸

上
自
衛
隊
第
８
師
団
第
42
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
・
櫻
田
博
美
１
等
陸
佐

熊
本
市
北
区
北
熊
本
駐
屯
地
）
の
「
編
制
」
と
「
派
遣
」
の

内
容
を
見
る
と
、
①

基
幹
兵
力
を
４
個
中
隊
と
し
、
さ
ら
に
②

１
個
中
隊
が
予
備
戦
力
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
４
個
中

隊
で
順
次
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
災
害
派
遣
に
対
処
す
る
一
方
、
③
「
戦
力
回
復
」
に
あ
た
る
部
隊
を
東
北
の
演
習
場
で
は
な
く
す
べ

て
九
州
に
「
帰
隊
」
さ
せ
、
南
西
諸
島
防
衛
の
態
勢
を
と
っ
て
い
た
。
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
隊
（
九
州
・
沖
縄
部
隊
）
は
、
こ
う
し
た

部
隊
の
「
編
制
」
と
「
運
用
」
を
織
り
交
ぜ
―
自
衛
隊
の
「
一
〇
万
人
派
遣
態
勢
」（「
管
直
人
首
相
」
の
指
示
）
に
則
し
、
約
四
六
〇
〇

名
の
兵
力
を
東
北
へ
「
派
遣
」
し
、
一
方
九
州
に
残
っ
た
過
少
な
兵
力
で
も
っ
て
「
南
西
諸
島
」
防
衛
の
任
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
。

　
こ
の
点
（
自
衛
隊
の
「
一
〇
万
人
派
遣
態
勢
」、
す
な
わ
ち
、
一
〇
万
人
の
部
隊
を
東
北
地
方
・
太
平
洋
沿
岸
地
域
の
第
一
線
に
配
置
し
、

救
助
、
救
援
、
救
護
活
動
等
を
行
う
こ
と
）
の
背
景
に
、
①

わ
が
国
観
測
史
上
、
未
曽
有
の
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
北
地
方
・
太
平

洋
沖
地
震
（「
東
日
本
大
震
災
」）「
衝
撃
期
」
に
お
い
て
「
民
主
党
」
内
閣
の
取
っ
た
対
応
の
「
稚
拙
さ
」（「
政
治
的
意
味
」）
と
、②

「
民

主
党
」
政
権
の
「
自
衛
隊
」（「
自
己
完
結
型
組
織
」）
の
構
造
と
機
能
に
関
す
る
「
知
識
」
の
大
幅
な
欠
如
（
ま
た
は
、「
認
識
の
欠
落
」）

が
読
み
取
れ
る
。
一
般
に
、
一
〇
万
人
の
隊
員
が
被
災
地
の
救
援
に
赴
く
場
合
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
に
は
３
～
５
倍
以
上
の
兵
力
が
必

要
と
言
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
被
災
者
の
生
活
支
援
を
行
う
に
は
、
①

情
報
収
集
に
加
え
、
②

兵
站
の
維
持
（
通
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信
、
警
備
、
部
隊
の
衛
生
管
理
・
医
療
支
援
、
水
・
食
糧
・
燃
料
・
医
薬
品
等
の
輸
送
・
補
給
の
確
保
）、
さ
ら
に
③

他
の
行
政
組
織
・

機
関
等
と
の
調
整
等
に
当
た
る
、
部
隊
・
人
員
等
が
必
要
に
な
る
。
陸
上
自
衛
隊
を
例
に
と
る
と
、
こ
の
場
合
、
①

第
一
線
で
救
護
に

当
る
（「
闘
う
」）
部
隊
、
②

こ
れ
を
支
援
す
る
部
隊
、
③

指
揮
・
幕
僚
活
動
を
行
う
司
令
部
（
方
面
総
監
部
、
師
団
司
令
部
、
旅
団
司

令
部
、
連
隊
本
部
、
群
司
令
部
）
が
本
作
戦
（「
災
害
派
遣
」）
に
当
る
こ
と
に
な
る
。
米
軍
等
も
同
様
で
あ
る
。
米
海
兵
隊
の
「
戦
力
」

の
内
訳
を
見
る
と
、
第
一
線
の
戦
闘
に
当
る
兵
力
は
全
体
の
一
五
％
、
残
り
八
五
％
は
後
方
支
援
等
の
任
務
に
当
る
。
因
み
に
、
陸
上
自

衛
隊
の
兵
力
は
約
一
四
万
人
で
あ
る
。
ま
た
、
陸
・
海
・
空
３
自
衛
隊
の
定
員
は
約
二
四
万
人
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、「
軍
事
型
組
織
」
と
そ
の
運
用
に
関
わ
る
基
本
的
知
識
そ
の
も
の
が
、
当
時
の
「
民
主
党
政
権
」
に
は
根
本
的
に
欠
落
し

て
い
た
。
自
衛
隊
「
一
〇
万
人
態
勢
」
は
、大
災
害
を
前
に
狼
狽
し
た
民
主
党
政
権
が
被
災
者
や
国
民
に
向
け
て
と
っ
た
稚
拙
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
た
ん
な
る
そ
の
場
の
思
い
つ
き
で
し
か
な
か
っ
た
。
福
島
原
発
事
故
の
初
動
段
階
に
お
け
る
内
閣
（「
管

直
人
首
相
」）
の
対
応
も
然
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
陸
・
海
・
空
３
自
衛
隊
は
文
字
通
り
国
民
の
「
最
後
の
砦
」

4

4

44

4

4

4

44

と
し
て
黙
々
と
東

北
の
救
援
に
赴
い
た
。

　
兵
庫
県
南
部
地
震
（
平
成
七
年
一
月
十
七
日
午
後
５
時
46
分
）、
新
潟
県
中
越
地
震
（
平
成
十
六
年
十
月
二
十
三
日
17
時
56
分
）、
東
北

地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
等
を
契
機
に
自
衛
隊
は
多
く
の
国
民
の
支
持
と
期
待
を
担
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
各
種
世
論

調
査
の
結
果
を
通
し
て
説
明
で
き
る
。
例
え
ば
、『
読
売
新
聞
』
が
「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら
約
半
年
が
経
っ
た
平
成
23
年
９
月
３
～
４

日
に
実
施
し
た
全
国
世
論
調
査
（
面
接
方
式
）
の
結
果
で
は
、「
震
災
」
に
関
わ
る
各
組
織
・
機
関
等
の
活
動
「
評
価
」（
複
数
回
答
）
は

次
の
通
り
で
あ
る
。
１
位
「
自
衛
隊
」（
82
％
）、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
73
％
）、「
消
防
」（
52
％
）、「
被
災
地
の
自
治
体
」（
42
％
）、「
警

察
（
40
％
）、「
政
府
」（
６
％
）、「
国
会
」（
３
％
）
等
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

　
民
主
党
の
稚
拙
な
対
応
は
、
世
論
の
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
政
権
交
替
の
要
因
の
一
端
と
な
っ
た
。

　
元
来
、
地
震
、
津
波
と
い
っ
た
自
然
の
脅
威
は
非
社
会
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、「
自
然
」
災
害
と
し
て
考
え
ら
れ
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統計的変数
　①人口規模
　②都市化

経済的変数
　①GNP
　②国民１人当たりのGNP
　③経済発展の水準
　④社会文化指数

政治的変数
　①西欧化
　②�利益集団による利害の表出
　③政治的近代化
　④イデオロギー的志向
　⑤�現体制下における議会の勢
力分布

　⑥水平的権力分布
　⑦政治的志向

〔災害対応機能〕
①警報
②緊急準備態勢
③避難行動
④�被害状況の査定と
　マッピング
⑤被災者の看護
⑥保安
⑦福祉
⑧サービスの緊急復旧

コミュニケーション変数
①�人口 1000 人当たりの新聞
発行高
②�人口 1000 人当たりのラジ
オ普及台数
③�リテラシー（読み書き能
力）

政治的変数
　①集権化の程度

〔独立変数（社会構造）〕

図１　災害対応機能とその規定要因
（出所）B. F. McLuckie, Centralization and Natural Disaster Response,  p.3.
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る
事
象
は
、
当
該
社
会
の
「
構
造
」
を
規
定
す
る
統
計
的
・
経
済
的
・
政
治
的
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
条
件
（
変
数
）
な
ど
―
つ
ま

り
、
様
々
な
社
会
的
諸
条
件
―
と
の
相
互
作
用
の
結
果
で
あ
る
と
い
っ
た
視
点
（
図
１
）
こ
そ
が
、
社
会
学
的
分
析
の
要
点
と
な
る
（（
自

衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
支
援
『
勇
気
と
寡
黙
そ
し
て
祈
り
ー
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
の
被
災
者
支
援
―
』

Ａ
４
判
　
本
文
一
〇
四
頁
　
早
稲
田
大
学
危
機
管
理
研
究
会
・「
平
成
二
十
四
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
」
報
告
書
、

平
成
二
十
五
年
十
一
月
、《
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
宮
城
・
宮
城
県
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
》
及
び
《
総
理
府
／
Ｎ
Ｄ
Ｌ
東
日
本
大
震

災
ア
ー
カ
イ
ブ
（
ひ
な
ぎ
く
）》
参
照
））。

　
地
震
発
生
と
同
時
に
、
自
衛
隊
は
強
い
余
震
が
頻
発
す
る
中
を
続
々
と
「
東
北
」
の
被
災
地
へ
前
進
し
た
。
あ
る
部
隊
は
道
路
を
切
り

開
き
な
が
ら
、
ま
た
あ
る
部
隊
は
橋
を
架
け
な
が
ら
救
援
に
赴
い
た
。
地
震
発
生
の
当
日
、
深
夜
の
暗
闇
を
も
の
と
も
せ
ず
、
果
敢
に
凍

り
つ
い
た
国
道
３
４
０
号
線
上
の
立
丸
峠
を
突
破
し
、
大
槌
の
救
援
に
向
か
っ
た
部
隊
が
あ
る
。
陸
上
自
衛
隊
第
９
師
団
第
９
高
射
特
科

大
隊
（
大
隊
長
・
中
武
裕
嚴
《
ひ
ろ
よ
し
》
２
等
陸
佐
、
岩
手
駐
屯
地
）
で
あ
る
。
地
震
発
生
か
ら
２
日
後
の
三
月
十
四
日
十
九
時

四
十
五
分
現
在
で
、
自
衛
隊
に
救
助
さ
れ
た
被
災
者
は
一
万
九
千
二
百
八
十
六
名
に
上
っ
た
。
ま
さ
に
、
そ
の
活
動
（「
作
戦
」）
は
、
拙

著
の
主
題
（
①

自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
支
援
『
勇
気
と
寡
黙
そ
し
て
祈
り
ー
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊

の
被
災
者
支
援
―
』《
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
宮
城
・
宮
城
県
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
》
及
び
《
総
理
府
／
Ｎ
Ｄ
Ｌ
東
日
本
大
震
災
ア
ー

カ
イ
ブ
（
ひ
な
ぎ
く
）》、
並
び
に
②

田
中
伯
知
『
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の
足
跡
―
「
立
正

安
国
論
」
か
ら
見
た
日
本
人
の
戦
争
・
災
害
観
―
』 

二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
年
）
五
月
三
十
一
日 

早
稲
田
大
学
危
機
管
理
研
究
会
・

「
平
成
二
十
四
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
」
報
告
書 
参
照
）
そ
の
も
の
を
彷
彿
と
さ
せ
た
。

　
自
衛
隊
が
示
し
た
大
規
模
か
つ
迅
速
な
「
対
応
」
に
、
世
界
中
の
専
門
家
が
驚
愕
し
た
と
言
わ
れ
る
（
図
２
）。
例
え
ば
、
パ
リ
政
治

学
院
教
授
、
北
京
大
学
客
員
教
授
等
を
歴
任
し
た
文
明
評
論
家
ギ
・
ソ
ル
マ
ン
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
自
衛
隊
が
、
津
波

来
襲
か
ら
１
週
間
以
内
に
作
戦
地
域
へ
一
〇
万
人
動
員
を
実
施
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
予
期
せ
ぬ
展
開
能
力
の
高
さ
に
加
え
、
人
々
を
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驚
か
し
た
の
が
救
援
活
動
の
素
早
さ
で
あ
り
、
隊
員
が
見
せ
た

高
度
な
規
律
、
行
動
力
、
苦
し
む
避
難
民
を
い
た
わ
る
慎
み
深

さ
で
あ
っ
た
。」（「
西
欧
知
識
人
の
見
た
〈
三
・
一
一
後
の
日
本
〉

『
中
央
公
論
』
平
成
二
十
四
年
一
月
号
参
照
）。
さ
ら
に
、
ギ
・

ソ
ル
マ
ン
氏
は
皇
室
が
示
さ
れ
た
被
災
者
に
対
す
る
深
い
思
い

遣
り
の
情
が
、
多
く
の
日
本
人
の
共
感
を
呼
び
起
こ
し
た
点
に

も
触
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
歴
史
上
で
最
も
厳
し
い
時

期
に
遭
遇
し
た
祖
国
を
前
に
、
国
家
そ
の
も
の
を
体
現
す
る
皇

室
本
来
の
使
命
（
傍
線
は
田
中
に
よ
る
）
を
再
発
見
さ
れ
た
の

だ
と
も
い
え
よ
う
。」
と
分
析
し
て
い
る
（『
中
央
公
論
』
同
月

号

参
照
）。

　
同
様
に
、
皇
室
が
示
さ
れ
た
被
災
者
へ
の
深
い
同
情
と
労
り

の
念
（
被
災
者
と
国
民
全
体
に
対
す
る
共
感
の
念
と
そ
の
相
互

的
共
有
）に
つ
い
て
―
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
西
村
幸
祐
氏
は
ー
、

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　「
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
一
年
た
っ
た
平
成
二
四
年
三
月
十
一

日
、
政
府
に
よ
る
震
災
犠
牲
者
の
追
悼
式
典
が
行
わ
れ
た
。
二

月
一
八
日
に
心
臓
の
冠
動
脈
の
バ
イ
パ
ス
手
術
を
受
け
ら
れ
た

図２　陸上自衛隊東北方面航空隊の初動における人命救助の状況
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ば
か
り
の
天
皇
陛
下
だ
が
、
ご
高
齢
で
大
手
術
後
一
月
も
た
た
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
式
典
に
ご
臨
席
さ
れ
た
。
か
ね

て
よ
り
震
災
の
追
悼
式
典
に
は
並
々
な
ら
ぬ
決
意
を
お
持
ち
だ
っ
た
と
い
う
。

　
自
ら
の
ご
健
康
よ
り
も
、
い
や
敢
え
て
言
え
ば
、
自
ら
の
生い

の
ち命

よ
り
も
大
震
災
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
こ
と
を
天
皇
の
『
責
務
』

と
さ
れ
た
証
左
で
あ
る
。
し
か
し
、
民
主
党
政
権
は
、
こ
の
式
典
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
会
場
に
ご
入
場
す
る
際
、
わ
ざ
わ
ざ
「
着

席
し
て
お
迎
え
下
さ
い
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
会
場
に
流
し
た
。
追
悼
式
典
の
主
賓
で
あ
る
ば
か
り
か
、
国
家
元
首
に
相
当
す
る

天
皇
の
ご
臨
席
で
あ
り
、
こ
の
政
府
の
対
応
は
世
界
的
に
も
全
く
常
識
外
れ
の
非
礼
極
ま
り
な
い
も
の
と
し
て
歴
史
に
永
遠
に
刻
ま

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

貞じ
ょ
う

観が
ん

十
一
年
（
八
六
九
）
の
貞
観
大
地
震
は
三
陸
沖
を
震
源
地
と
し
た
大
地
震
で
東
北
地
方
の
大
地
を
割
り
、
人
家
や
港
を
津
波

で
破
壊
さ
せ
た
。
貞
観
大
地
震
後
、
清
和
天
皇
は
大
災
害
を
鎮
め
る
詔

み
こ
と
の
りを

発
せ
ら
れ
、
被
災
者
を
弔

と
む
ら

っ
た
。
さ
ら
に
、
清
和
天
皇

は
伊
勢
神
宮
に
勅

ち
ょ
く

使し

を
遣

つ
か
わ

わ
し
て
、
貞
観
大
地
震
を
始
め
、
新
羅
の
海
賊
が
博
多
へ
侵
攻
し
た
事
変
や
肥
後
で
起
き
た
地
震
も
神
前

に
報
告
し
国
家
の
平
安
を
願
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
大
震
災
直
後
の
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
十
六
日
の
天
皇
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
一
年
後
の
心
臓
手
術
後
の
追
悼
式
典
ご
臨
席
は
、
じ
つ
は
、
古
代
以
来
、
歴
代
天
皇
が
脈
々
と
担
っ
て
い
た
『
務

め
』
を
果
た
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
そ
の
よ
う
な
解
説
を
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
朝
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
既
存
左
傾
メ
デ
ィ
ア
は
敢
え

て
天
皇
の
意
味
を
報
道
し
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
ま
る
で
報
道
管
制
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
一
般
メ
デ
ィ
ア
の
天
皇
陛
下

の
被
災
地
訪
問
の
報
道
の
断
片
か
ら
、
勘
の
鋭
い
受
け
手
た
ち
は
送
り
手
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
が
隠
し
た
が
っ
て
い
る
天
皇
の
意
味
を

鋭
敏
に
察
知
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
東
日
本
大
震
災
の
も
た
ら
し
た
、
紛
れ
も
な
い
も
う
一
つ
の
時
代
の
変
化
だ
っ
た
。
時
代

の
裂
け
目
か
ら
、
皇
室
の
ご
存
在
意
義
も
可
視
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。」（
西
村
幸
祐
「『
反
日
』
の
正
体
―
中
国
、
韓
国
、
北
朝
鮮

と
ど
う
対
峙
す
る
か
―
」
二
〇
一
二
年
『
平
成
二
十
四
年
』
八
月
十
五
日 

文
芸
社
文
庫
、
７
～
11
頁
）。
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写真１　岩手県箱崎周辺で捜索活動に従事する陸上自衛隊（陸上自衛隊岩手駐屯地・

広報撮影）

写真２　胸まで水につかり行方不明者を捜索する陸上自衛隊第９師団第９特科連隊

の女性隊員（於：岩手県山田町）
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表１　東北における陸上自衛隊の活動状況の概要（田中伯知作成）

第２師団（司令部：北海道旭川市）

　第11�旅団（司令部：北海道札幌市）

＊第11旅団の一部は、３月16日

福島県に前進し「原発対応」に

当たっている。

岩手県北部沿岸

　久慈市　宮古市等

捜索

生活支援等

第９師団（司令部：青森市）

　第７�師団（司令部：北海道千歳市）

岩手県南部沿岸

　山田町、釜石市

　陸前高田市等

捜索

生活支援等

第４師団（司令部：福岡市）

　第８�師団（司令部：熊本市）の一部

　第15�旅団（司令部：那覇市）の一部

宮城県北部沿岸

　気仙沼市

　南三陸町等

捜索

生活支援等

第14旅団（司令部：善通寺） 牡鹿半島北部

　女川町　石巻市

捜索

生活支援等

第５旅団（司令部：北海道帯広市） 牡鹿半島南部

　石巻市

捜索

生活支援等

第６師団（司令部：山形県東根市） 宮城県中央部

　東松島市　多賀城市

　仙台市

捜索

生活支援等

第10師団（司令部：名古屋市）

　第３師団（司令部：兵庫県伊丹市）

宮城県南部

　名取市　山元町

捜索

生活支援等

第13旅団（司令部：広島県海田町） 福島県

　新地町　相馬市等

捜索

生活支援等

第12旅団（司令部：群馬県榛東村）

　第１�空挺団(司令部：千葉県習志野

市）

福島県

　福島市

　南相馬市

捜索

生活支援等

中央即応集団隷下部隊 福島第１原発

福島第２原発

除染

原発対応



―73―

　
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
は
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
三
日
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
「
対
応
」
に
あ
た
っ
た
陸
上
自
衛
隊
中

央
特
殊
武
器
防
護
隊
長
・
岩
熊
真
司
・
１
等
陸
佐
、
及
び
陸
上
自
衛
隊
第
１
０
４
飛
行
隊
長
・
加
藤
憲
司
・
２
等
陸
佐
に
対
し
ア
ウ
ト
ゥ

リ
ア
ス
皇
太
子
賞
を
授
与
し
た
。
隊
員
が
示
し
た
決
死
的
行
動
（「
対
応
」）
に
対
し
て
、
中
国
、
ロ
シ
ア
は
も
と
よ
り
世
界
中
の
専
門
家

が
驚
愕
し
た
。
従
来
、
自
衛
隊
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
よ
う
な
事
態
を
想
定
し
た
特
殊
装
備
や
専
門
の
訓
練
を
施
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
堀
部
勇
二
・
１
等
陸
佐
に
こ
の
点
を
確
認
し
た
時
、
堀
部
１
佐
の
声
の
ト
ー
ン
が
少
し
落
ち
た
よ
う
な
気
が
し
た
。（
南
三
陸

町
、
気
仙
沼
市
等
に
展
開
し
た
九
州
・
沖
縄
部
隊
の
動
向
を
見
守
る
）
堀
部
１
等
陸
佐
も
、
明
ら
か
に
、
原
子
力
災
害
に
捨
て
身
で
立
ち

向
か
う
仲
間
の
自
衛
官
た
ち
の
安
否
を
気
遣
っ
て
い
た
。（
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
本
部
長
・
小
川
清
史
陸
将
補
と
自
衛
隊
岩
手
地

方
協
力
本
部
本
部
長
・
髙
橋
俊
哉
・
１
等
陸
佐
等
の
支
援
を
受
け
）「
東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
部
」
の
被
災
地
に
入
る
ま
で
の
間
、
陸
上

自
衛
隊
西
部
方
面
総
監
部
か
ら
は
数
々
の
協
力
を
得
た
。
そ
の
間
、
堀
部
１
佐
に
対
し
て
「
自
衛
隊
に
も
病
院
船
が
あ
れ
ば
、
今
回
の
よ

う
な
大
災
害
に
有
効
に
機
能
す
る
の
で
は
・
・
・
」
と
い
っ
た
類
の
話
を
投
げ
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
堀
部
勇
二
・

１
等
陸
佐
・
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
総
監
部
広
報
室
長
の
言
葉
の
端
々
か
ら
は
、
国
の
循
と
な
り
国
民
の
命

い
の
ち

を
守
る
隊
員
の
誠
実
さ
が
伝

わ
っ
て
き
た
。
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
衝
撃
期
に
お
い
て
、
自
衛
隊
（
の
す
べ
て
の
機
関
、
組
織
及
び
応
急
救
援
部
隊
）
が
と
っ
た

献
身
的
・
自
己
犠
牲
的
対
応
の
数
々
は
、
世
界
中
の
多
く
の
人
々
の
心
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
（
写
真
１
・
２
）。

　
現
に
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
四
日
、
陸
・
海
・
空
３
自
衛
隊
は
、
陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
総
監
・
君
塚
栄
治
陸
将
を
指
揮
官
に
、
統

合
任
務
部
隊
（
約
10
万
６
２
５
０
名
）
を
編
成
し
、
自
衛
隊
史
上
最
大
規
模
の
「
派
遣
」
態
勢
を
と
っ
た
（
表
１
）。
た
だ
し
、
三
月

二
十
六
日
か
ら
三
月
三
〇
日
の
４
日
間
の
編
成
規
模
は
、
約
10
万
７
０
０
０
名
に
達
し
た
。
震
災
後
、
君
塚
栄
治
・
陸
上
幕
僚
長
（
震
災

発
生
時
、
陸
・
海
・
空
３
自
衛
隊
統
合
任
務
部
隊
指
揮
官
）
の
天
皇
陛
下
に
対
す
る
ご
進
講
の
折
、
ご
会
食
と
な
っ
た
が
、
そ
の
際
の
陛

下
の
お
言
葉
―
「
自
衛
隊
こ
そ
が
国
家
、
国
民
の
『
最
後
の
砦
』
だ
っ
た
の
で
す
ね
。」
―
は
、
大
多
数
の
心
あ
る
国
民
の
深
い
心
情
を
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汲
み
取
る
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
今
上
陛
下
の
お
言
葉
は
、
文
書
に
残
さ
ず
、
直
ち
に
君
塚
栄
治
・
陸
将
か
ら
各
方
面
総
監
（
北
部
方
面

総
監
、
東
北
方
面
総
監
、
東
部
方
面
総
監
、
中
部
方
面
総
監
、
西
部
方
面
総
監
）
に
口
頭
で
伝
達
さ
れ
た
。（
田
中
伯
知
『
東
北
地
方
・

太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の
足
跡
―
「
立
正
安
国
論
」
か
ら
見
た
日
本
人
の
戦
争
・
災
害
観
―
』
二
〇
一
五
年

（
平
成
二
十
七
年
）
五
月
三
十
一
日 

早
稲
田
大
学
危
機
管
理
研
究
会
・「
平
成
二
十
四
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
」
報

告
書 

参
照
）。

　
災
害
は
物
事
の
「
本
質
」
を
暴
露
し
、「
問
題
」
や
「
欠
陥
」
を
赤
裸
々
に
暴
露
す
る
。
こ
れ
が
、
災
害
の
重
要
な
社
会
的
機
能
（「
働

き
」）
の
一
端
で
あ
る
。
未
曾
有
の
大
災
害
を
前
に
、
民
主
党
（
政
権
）
が
と
っ
た
稚
拙
な
対
応
は
、
そ
の
後
の
自
民
党
の
政
権
復
帰
の

重
要
な
引
き
金
（
要
因
）
と
な
っ
た
。「
災
害
の
社
会
学
的
研
究
」
の
知
見
か
ら
は
、
災
害
時
（
と
く
に
、「
衝
撃
期
」）
に
お
け
る
組
織

的
対
応
（「
対
処
」）
が
政
治
的
条
件
に
大
き
く
左
右
（「
規
定
」）
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
災
害
が
重
要
な
社
会
変
動
・
政
治
変

動
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
因
に
、民
主
党
政
権
の
折
に
自
衛
隊
幹
部
（
高
級
将
校
）
に
対
す
る
思
想
調
査
（「
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」）
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
関
係
者
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
　

　
最
後
に
、
前
述
の
第
８
師
団
第
42
普
通
科
連
隊
は
、
４
月
19
日
付
で
櫻
田
博
美
・
１
等
陸
佐
（
第
13
旅
団
司
令
部
幕
僚
長
へ
転
出
）
に

か
わ
り
、
山
本
雅
司
・
１
等
陸
佐
が
新
連
隊
長
と
し
て
着
任
し
東
北
の
「
支
援
」
を
引
き
継
い
で
い
る
。
42
連
隊
の
場
合
、
３
月
15
日
か

ら
６
月
18
日
に
わ
た
る
「
災
害
派
遣
」
を
通
し
て
、
宮
城
県
南
三
陸
町
、
気
仙
沼
市
に
お
い
て
救
援
活
動
の
任
に
就
き
、
給
水
支
援
、
炊

事
支
援
、
輸
送
支
援
等
の
活
動
を
行
っ
た
（
延
べ
活
動
人
員
：
約
３
８
０
０
名
、
派
遣
車
両 

延
べ
１
４
０
０
両
）。

《
本
稿
あ
と
が
き
》

　
本
稿
は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
（
解
体
）
を
生
み
出
す
災
害
へ
の
事
前
対
応
を
練
る
と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題
を
背
景
に
、
平
成
八
年

四
月
に
発
足
し
た
①

早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
（
現
・
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
）
危
機
管
理
部
会
（
部
会
主
任
・
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教
授
、
田
中
伯
知
、
平
成
八
年
四
月
～
平
成
十
二
年
三
月
）
に
お
け
る
研
究
の
経
緯
と
そ
の
理
論
的
成
果
等
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
既
存
の
社
会
科
学
の
研
究
領
域
に
お
い
て
「
危
機
」
や
「
変
動
」
と
い
っ
た
概
念
を
分
析
の
基
軸
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
社

会
学
の
応
用
領
域
、
あ
る
い
は
個
別
専
門
領
域
（
領
域
社
会
学
、
部
門
別
社
会
学
）
と
し
て
の
「
危
機
管
理
の
社
会
学
」（S

o
c
io

lo
g
y
 

o
f E

m
e
rg

e
n
c
y
 M

a
n
a
g
e
m

e
n
t

）
の
「
創
出
」
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
本
研
究
・
調
査
の
系
譜
と
そ
の
成
果
は
早
稲
田
大
学
総
合
研
究
機
構
災
害
研
究
所
（
所
長
・
今
村
浩
社
会
科
学
部
教
授
、
副
所

長
・
田
中
伯
知
、
平
成
十
七
年
四
月
～
平
成
二
十
二
年
三
月
）、
及
び
早
稲
田
大
学
危
機
管
理
研
究
会
（
代
表
・
田
中
伯
知
、
早
稲
田
大

学
研
究
推
進
部
所
管
）
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
を
振
り
返
り
い
つ
も
思
う
こ
と
が
あ
る
。「
田
老
」（「
岩
手
県
宮
古
市
」）
の
世
界
最
大
の
防
潮
堤
の
上
か

ら
、
初
め
て
壊
滅
的
被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時
、「
こ
の
国
は
自
ら
滅
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
か
と
」。
東
北
地
方
三
陸
沿
岸
で
は
、

津
波
災
害
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
過
去
の
災
害
経
験
が
全
く
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
大
災
害
と
中
国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
の
軍
事
的
威

嚇
が
続
く
中
、
日
本
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
国
の
「
四
表
の
静
謐
」（「
平
和
と
安
定
」）
が
崩
れ
て
い
る
。

　
一
般
に
、
テ
ロ
や
紛
争
、
地
震
・
津
波
、
伝
染
病
、
社
会
的
騒
擾
な
ど
か
ら
生
じ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の
急
激
な
停
止
・
解
体
と

い
っ
た
現
象
は
、
社
会
学
を
始
め
社
会
科
学
全
般
の
理
論
と
手
法
を
実
証
的
観
点
か
ら
検
証
す
る
機
会
を
も
た
ら
す
。
　

　
研
究
史
上
、
米
国
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ド
イ
ツ
、
日
本
に
対
す
る
戦
略
爆
撃
に
関
わ
る
調
査
研
究
等
を
軸
に
、「
危
機
管
理
の

社
会
学
」（S

o
c
io

lo
g
y
 o

f E
m

e
rg

e
n
c
y
 M

a
n
a
g
e
m

e
n
t

）
の
基
礎
・
前
身
と
な
る
災
害
の
社
会
学
的
研
究
（D

isa
ste

r S
o
c
io

l

o
g
y

　「
災
害
社
会
学
」）が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。
戦
後
、日
本
社
会
学
界
は
米
国
の
学
会
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

研
究
水
準
の
点
で
敗
戦
国
・
日
本
と
戦
勝
国
・
米
国
と
の
間
に
大
き
な
「
隔
た
り
」（「
差
」）
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、（
他
の
論
文
等

で
既
述
し
た
よ
う
に
）
①

わ
が
国
に
お
け
る
研
究
者
の
不
足
、
さ
ら
に
②
（
研
究
者
の
関
心
領
域
の
違
い
を
始
め
）
両
国
の
社
会
学
研

究
に
お
け
る
伝
統
の
「
違
い
」、
及
び
研
究
者
を
取
り
巻
く
政
治
的
環
境
、
さ
ら
に
③

わ
が
国
に
お
け
る
実
証
的
事
例
や
デ
ー
タ
等
の
不
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足
、
及
び
そ
れ
に
伴
う
③

理
論
的
分
析
（「
理
論
化
」）
の
遅
れ
等
、
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
本
稿
で
言
う
「
危
機
管
理
の
社
会
学
」（S

o
c
io

lo
g
y
 o

f E
m

e
rg

e
n
c
y
 M

a
n
a
g
e
m

e
n
t

）
を
規
定
す
る
条
件
と
内
容
は
、

以
下
の
も
の
で
あ
る
。

①
（
米
国
に
お
け
る
）
自
然
災
害
、
疫
病
、
恐
慌
、
社
会
的
騒
擾
、
暴
動
、
テ
ロ
、
奇
襲
攻
撃
・
紛
争
（
戦
争
）
等
の
危
機
的
状
況
下

に
お
け
る
「
対
応
」
の
あ
り
方
を
探
る
災
害
社
会
学
（D
isa

ste
r S

o
c
io

lo
g
y

）
の
手
法
、
理
論
を
援
用
し
、

②
（
主
に
、「
衝
撃
期
」
の
諸
現
象
に
焦
点
を
置
き
）
災
害
時
に
お
け
る
人
間
社
会
の
「
対
応
」（R

e
sp

o
n
se

s

）
の
実
態
を
体
系
的

に
分
析
す
る
。

③

言
い
換
え
れ
ば
、
危
機
的
状
況
下
に
現
れ
る
人
間
性
や
人
間
活
動
の
規
則
性
（「
準
拠
図
式
」）
を
綿
密
に
観
察
し
、
同
時
に

④

災
害
因
（D

isa
ste

r A
g
e
n
ts

）
が
も
た
ら
す
社
会
シ
ス
テ
ム
の
急
激
な
崩
壊
（
社
会
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の
解
体
）
の
プ
ロ
セ
ス

に
焦
点
を
当
て
、
シ
ス
テ
ム
に
潜
む
亀
裂
や
欠
陥
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
あ
る
。

⑤

し
た
が
っ
て
、「
危
機
管
理
の
社
会
学
」
に
お
い
て
は
（「
衝
撃
期
」
に
お
け
る
）「
自
己
完
結
性
」
を
備
え
た
軍
事
型
組
織
の
対
応

（
の
あ
り
方
）
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
が
、
分
析
の
要
点
と
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
わ
が
国
の
場
合
「
災
害
時
」（「
衝
撃
期
」）
に

お
け
る
「
自
衛
隊
」
の
組
織
的
対
応
の
あ
り
方
が
研
究
の
焦
点
に
置
か
れ
る
。（
田
中
伯
知
「
い
ざ
、
東
北
沿
岸
へ
―
自
衛
隊
岩
手

地
方
協
力
本
部
・
本
部
長
と
共
に
（
そ
の
２
）
―
」『
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
第
五
十
八
号 

二
〇
一
四
年
三
月 

参
照
）。」

　
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
（「
東
日
本
大
震
災
」）
に
お
け
る
自
衛
隊
（
地
震
・
津
波
災
害
に
お
け
る
「
救
援

組
織
の
主
力
」）
の
組
織
的
対
応
・
組
織
間
対
応
に
関
わ
る
諸
事
例
を
、
社
会
学
的
視
点
に
立
ち
出
来
る
限
り
―
災
害
社
会
学
の
理
論
的

枠
組
に
そ
っ
て
―
「
類
型
」
的
に
描
写
し
た
。『
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
第
五
十
六
～
六
十
号
（
二
〇
一
二
年
～
二
〇
一
六
年
）
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の
一
連
の
論
文
は
、
以
上
の
点
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

〈
参
考
文
献
〉

①

越
野
修
三
『
東
日
本
大
震
災
津
波
―
岩
手
県
防
災
危
機
管
理
監
の
一
五
〇
日
』
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日 

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
。

②

桜
林
美
佐
『
日
本
に
自
衛
隊
が
い
て
よ
か
っ
た
―
自
衛
隊
の
東
日
本
大
震
災
―
』
平
成
二
十
三
年
九
月
一
九
日

　
産
経
新
聞
出
版
。

③

下
田
直
春
『
社
会
学
的
思
考
の
基
礎
―
社
会
学
基
礎
理
論
の
批
判
的
展
望
―
』
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
一
日 

新
泉
社
。

〈
こ
れ
ま
で
の
主
な
関
連
研
究
〉

①

Ｒ
・
Ｈ
・
タ
ー
ナ
ー
（
田
中
伯
知
訳
）「
地
震
予
知
と
公
共
政
策
」『
都
市
と
災
害
』
所
収
（
秋
元
律
郎 

編
「
現
代
の
エ
ス
プ
リ
」
第
一
八
一
号
）

昭
和
五
十
七
年 

至
誠
堂

②

国
土
庁
ほ
か
『
浦
河
沖
地
震
の
総
合
的
調
査
報
告
書
』（
平
山
勝
英
、
長
谷
川
雄
志
、
吉
瀬
雄
一
、
臼
井
恒
夫
、
田
中
伯
知
の
４
名
が
調
査
・

執
筆
に
当
た
っ
た
。）
昭
和
五
十
八
年
。

③

国
土
庁
ほ
か
『
日
本
海
中
部
地
震
の
総
合
的
調
査
報
告
書
』（
吉
井
博
明
、
田
中
淳
、
高
梨
成
子
、
田
中
伯
知
の
４
名
が
調
査
・
執
筆
に
当
た
っ

た
。）
昭
和
五
十
九
年
。

④

田
中
伯
知
「
災
害
の
社
会
学
的
定
義
」『
獨
協
大
学
教
養
諸
学
研
究
』
昭
和
61
年
。

　

田
中
伯
知
「
阪
神
大
震
災
に
お
け
る
組
織
間
調
整
の
問
題
―
自
衛
隊
の
対
応
行
動
（
災
害
出
動
）
を
規
定
し
た
地
域
の
政
治
的
要
因
―
」『
地
理
』

（
41
―
２
）
平
成
八
年
二
月 

古
今
書
院
。

⑤

田
中
伯
知
「
災
害
・
事
故
時
に
お
け
る
行
政
対
応
お
よ
び
情
報
通
信
の
あ
り
方
―
阪
神
・
淡
路
大
震
災
等
の
経
験
を
踏
ま
え
て
―
」『
情
報
通

信
学
会
誌
』（
14
―
２
）
平
成
八
年
六
月 

情
報
通
信
学
会
。

⑥

田
中
伯
知
「
男
鹿
地
方
住
民
の
津
波
対
応
行
動
と
災
害
文
化
―
地
勢
学
的
・
歴
史
学
的
視
点
を
中
心
に
―
」（
内
部
資
料
、
中
間
報
告
）
平
成

八
年 

福
武
学
術
文
化
振
興
財
団
。

⑦

田
中
伯
知
「
阪
神
大
震
災
〈
衝
撃
期
〉
直
後
の
行
政
は
何
を
し
た
か
」『
時
事
通
信
』
平
成
八
年
一
〇
月
一
八
日
号 

時
事
通
信
社
。

⑧

田
中
伯
知
「
男
鹿
地
方
住
民
の
津
波
対
応
行
動
と
災
害
文
化
―
地
勢
学
的
・
歴
史
学
的
視
点
を
中
心
に
―
」『
福
武
学
術
文
化
振
興
財
団
・
平
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成
８
年
度
年
報
』
平
成
九
年
十
一
月 

福
武
学
術
文
化
振
興
財
団
。

⑨

田
中
伯
知
「
阪
神
大
震
災
と
自
衛
隊
」『
地
理
月
報
』
第
４
４
１
号 

平
成
九
年
一
二
月
一
〇
日 

二
宮
書
店
。

⑩

田
中
伯
知
「
震
災
と
自
衛
隊
―
衝
撃
期
に
お
け
る
対
応
を
中
心
に
―
」『
セ
キ
ュ
リ
タ
リ
ア
ン
』
平
成
一
〇
年
一
月
号 

防
衛
弘
済
会
（
編
集

協
力
・
防
衛
庁
）。

⑪

田
中
伯
知
「
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に
関
す
る
一
試
論
―
阪
神
・
淡
路
大
震
災
等
の
経
験
を
踏
ま
え
て
―
」『
学
校
研
究
』（
13
）
平

成
10
年
３
月
（
財
）
東
京
都
私
立
学
校
教
育
振
興
会
。

⑫

田
中
伯
知
「
災
害
時
に
お
け
る
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
運
用
の
あ
り
方
―
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
事
例
に
―
」『
研
究
調
査
報
告
』（
13
―
１
）

平
成
十
一
年
一
月 
電
気
通
信
普
及
財
団
。

⑬

田
中
伯
知
「
災
害
文
化
の
形
成
と
変
動
―
日
本
海
中
部
地
震
を
事
例
に
―
」『
地
理
・
地
図
資
料
』（
一
二
五
）
帝
国
書
院 

平
成
十
一
年
。

⑭

田
中
伯
知
「
自
然
災
害
と
組
織
間
対
応
の
分
析
（
全
４
編
、
指
導
資
料
）」『
東
書
Ｅ
ネ
ッ
ト
』（
東
京
書
籍
）
平
成
十
九
年
十
一
月
～
十
二
月
。

⑮

田
中
伯
知
「
災
害
と
社
会
的
対
応
―
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
〈
衝
撃
期
〉
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
の
被
災
者
支
援
（
岩
手
）」『
日
本
私

学
教
育
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
八
号 
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日 

一
般
財
団
法
人
・
日
本
私
学
教
育
研
究
所
。

⑯

田
中
伯
知
「
自
然
災
害
に
対
す
る
組
織
的
対
応
の
比
較
分
析
―
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
中
国
・
四
川
大
地
震
―
」（
内
部
資
料
Ａ
４
版 

全

五
二
頁 

約
６
万
２
０
０
０
字
）
財
団
法
人
東
京
都
私
学
財
団
（
早
稲
田
大
学
教
務
部
を
通
し
て
平
成
二
十
二
年
一
月
提
出
）

⑰

田
中
伯
知
「
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
〈
衝
撃
期
〉
に
お
け
る
組
織
間
対
応
の
分
析
―
防
災
教
育
の
視
点
と
そ
の
内
容
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ

て
―
（
概
要
）」『
平
成
二
十
六
年
度
・
委
託
研
究
員
研
究
報
告
会 

発
表
論
文
集
』
一
般
財
団
法
人
・
日
本
私
学
教
育
研
究
所 

平
成
二
十
七

年
三
月
一
四
日

⑱

田
中
伯
知
「
勇
気
と
寡
黙
―
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
第
２
師
団
・
第
９
師
団
の
被
災
者
支
援
（
そ
の
１
）」『
早

稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
第
五
十
六
号 

平
成
二
十
四
年
三
月
十
六
日

《
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
宮
城
》
及
び
、《
Ｎ
Ｄ
Ｌ
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
》
に
て
公
開

⑲
『
勇
気
と
寡
黙
そ
し
て
祈
り
―
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
の
被
災
者
支
援
―
』（
著
書
、
要
約
版
）
自
衛
隊
岩
手
地

方
協
力
本
部
支
援
・
早
稲
田
大
学
危
機
管
理
研
究
会
報
告
書
（「
平
成
24
年
度
・
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
」
研
究
の
報
告
書
、
Ａ
４
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判

本
文
66
頁
を
含
め
全
68
頁
）

⑳
『
勇
気
と
寡
黙
そ
し
て
祈
り
―
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
の
被
災
者
支
援
―
』（
著
書
）
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本

部
支
援
・
早
稲
田
大
学
危
機
管
理
研
究
会
報
告
書
（「
平
成
24
年
度
・
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
」
研
究
の
報
告
書
、
Ａ
４
判

本
文

１
０
４
頁
を
含
め
全
１
１
２
頁
）

　
本
稿
の
執
筆
に
際
し
、
①

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
業
務
隊
司
令
職
務
室
（
橘
木
耕
治
室
長
・
３
等
陸
佐
、
佐
藤
正
明
・
２
等
陸
尉
、

松
江
浩
伸
・
准
陸
尉
、
前
里
知
次
・
准
陸
尉
、
白
井
秀
輝
・
陸
曹
長
、
尾
﨑
貴
史
・
２
等
陸
曹
）、
②

陸
上
自
衛
隊
第
９
師
団
司
令
部
総

務
課
広
報
室
（
尾
形
朋
子
室
長
・
３
等
陸
佐
、
菅
原
宏
幸
・
１
等
陸
尉
、
會
津
文
彦
・
２
等
陸
尉
、
矢
吹
正
幸
・
陸
曹
長
、
秋
元
力
・
１

等
陸
曹
、
敦
賀
奈
津
子
・
２
等
陸
曹
、
成
田
奈
保
子
・
２
等
陸
曹
、
長
尾
貴
宏
・
２
等
陸
曹
、
加
藤
光
洋
・
３
等
陸
曹
）、
③

陸
上
自
衛

隊
中
央
即
応
連
隊
広
報
（
町
田
康
行
・
１
等
陸
曹
）、
④

陸
上
自
衛
隊
東
北
補
給
所
装
備
計
画
部
企
画
課
防
衛
班
（
鳥
飼
晴
子
班
長
・
３

等
陸
佐
）、
⑤

陸
上
自
衛
隊
第
３
師
団
司
令
部
総
務
課
広
報
班
（
太
田
豊
広
報
幹
部
・
１
等
陸
尉
）、
⑥

陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
隊
中
部

方
面
後
方
支
援
隊
（
塩
津
知
明
第
４
科
長
・
１
等
陸
尉
）、
⑦

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
練
馬
地
域
事
務
所
（
井
上
努
・
１
等
陸
尉
、

市
川
真
也
・
海
曹
長
、
村
上
誉
・
１
等
陸
曹
、
柳
川
貴
幸
・
２
等
陸
曹
、
鈴
木
浩
司
・
２
等
陸
曹
、
日
朝
智
昭
・
３
等
空
曹
）
の
支
援
を

受
け
た
。
心
よ
り
、
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
早
稲
田
大
学
二
〇
一
五
年
度
特
定
課
題
研
究
（
基
礎
助
成
、
個
人
研
究
）
の
「
研
究
助
成
」
を
受
け
て
行
っ
た
研
究
成
果
の

一
端
で
あ
る
。


